
　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

慣行区

実証区 20 18.8

慣行区

実証区 12.5 13.2

慣行区

実証区 10.5 12.6

慣行区

実証区 10 15.1

慣行区

実証区① 12.5 34.5

実証区② 12.5 34.5

慣行区

実証区① 16.6 18.9

実証区② 16.6 18.9

慣行区

実証区① 14.0% 14.0%

実証区② 27.9% 27.9%

慣行区

実証区① 10.0% 10.0%

実証区② 19.4% 19.4%

3 株式会社　野菜く
らぶ（群馬県）

茶豆

成果目標を達成している。

レタス

成果目標を達成している。

2 やまがたふるさと
農園倶楽部（山形
県）

稲作（はえぬき）

成果目標を達成している。

稲作（コシヒカ
リ）

1 津軽みらい農業
協同組合（青森
県） りんご

成果目標を達成している。

水稲

トマト

にんにく

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

慣行区

実証区① 18.8% 30.0%

実証区② 18.8% 37.3%

慣行区

実証区① 22.7% 32.9%

実証区② 22.7% 49.0%

慣行区

実証区① 11.7% 11.8%

実証区② 23.5% 23.5%

慣行区

実証区① 12.3% 12.3%

実証区② 12.3% 12.3%

慣行区

実証区① 18.8% 18.8%

実証区② 18.8% 18.8%

慣行区

実証区① 10.0% 6.3%

実証区② 10.0% 28.1%

慣行区

実証区① 10.0% 19.3%

慣行区

実証区① 10.0% 27.7%

実証区② 10.0% 27.7%

慣行区

実証区① 10.0% 41.2%

ブルーベリー

成果目標を達成している。

葡萄

さくらんぼ

いちご

6 東仲倶楽部(山梨
県)

もも

スモモ

成果目標を達成している。

梨

5 農事組合法人栄
営農組合(千葉県)

秋冬ネギ

成果目標を達成している。

4 農事組合法人　増
野(長野県)

リンゴ



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

慣行区

実証区① 83 54

慣行区

実証区① 40 55

慣行区

実証区① 20 24

慣行区

実証区① 14.6 8.9

慣行区

実証区① 12 19

慣行区

実証区① 100 100

慣行区

実証区① 10 9.2

慣行区

実証区① 38 38

慣行区

実証区① 10 40

慣行区

実証区① 10.9 44

慣行区

実証区① 10.2 7.7

9 農事組合法人　あ
らしま
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、一部の圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができない圃場が
あった。しかし、事業実施計画に基づき土壌
分析を行い、その結果を踏まえて施肥設計
を見直し、適切な施肥管理を行うなど、事業
は適正に行われており、総合的に判断した
結果、生産環境総合対策事業実施要領別
記3の第8の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち酒米
（五百万石）

8 こだわり倶楽部み
のりっこ
（富山県） ほうれんそう

成果目標を達成している。

秋冬キャベツ

一部で作物の生育状況によりやむを得ず追
肥を行ったことから、成果目標が達成が出
来ない圃場があった。しかし、事業実施計画
に基づき土壌分析を行い、その結果を踏ま
えて施肥設計を見直し、適切な施肥管理を
行うなど、事業は適正に行われており、総合
的に判断した結果、生産環境総合対策事業
実施要領別記3の第8の2（2)の指導の対象
としない。

水稲うるち
（コシヒカリ）

水稲もち
（カグラモチ）

冬キャベツ
（藍宝）

水稲うるち
（コシヒカリ）

大豆
（エンレイ）

水稲うるち
（コシヒカリ）

7 有限会社　小原営
農センター
（富山県）

水稲うるち
（コシヒカリ）



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

慣行区

実証区① 10.9 -28.2

慣行区

実証区① 10.2 33.3

慣行区

実証区① 66.7 66.7

慣行区

実証区② 33.3 33.3

慣行区

実証区① 10.5 -221.8

慣行区

実証区① 10.6 -44.4

慣行区

実証区① 10.9 -42.3

慣行区

実証区① 10.5 -46.8

慣行区

実証区① 10.3 -47.6

慣行区

実証区① 10.5 -35.1

慣行区

実証区① 10.3 -37.3

慣行区

実証区① 10.9 -40.8

13 農事組合法人　ア
バンセ乾側
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、全ての圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができなかった。し
かし、事業実施計画に基づき土壌分析を行
い、その結果を踏まえて施肥設計を見直し、
適切な施肥管理を行うなど、事業は適正に
行われており、総合的に判断した結果、生
産環境総合対策事業実施要領別記3の第8
の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（キヌヒカリ）

水稲うるち
（あきさかり）

12 下兵庫営農組合
（福井県） 水稲うるち

（コシヒカリ）

土壌分析の結果、全ての圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができなかった。し
かし、事業実施計画に基づき土壌分析を行
い、その結果を踏まえて施肥設計を見直し、
適切な施肥管理を行うなど、事業は適正に
行われており、総合的に判断した結果、生
産環境総合対策事業実施要領別記3の第8
の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（イクヒカリ）

水稲うるち
（あきさかり）

11 農事組合法人　た
んばく農産
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

成果目標を達成している。

水稲うるち
（コシヒカリ）

10 農事組合法人　名
水うりわり農園
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、一部の圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができない圃場が
あった。しかし、事業実施計画に基づき土壌
分析を行い、その結果を踏まえて施肥設計
を見直し、適切な施肥管理を行うなど、事業
は適正に行われており、総合的に判断した
結果、生産環境総合対策事業実施要領別
記3の第8の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

慣行区

実証区① 10.4 5.2

慣行区

実証区① 10.9 30.2

慣行区

実証区① 10.3 39.5

慣行区

実証区① 11.0 36.0

慣行区

実証区① 10.6 -5.6

慣行区

実証区① 10.3 13.0

慣行区

実証区① 10.9 -149.7

慣行区

実証区① 10.6 -20.0

慣行区

実証区① 10.1 -21.4

慣行区

実証区① 10.0 -115.8

慣行区

実証区① 10.3 2.4

17 農事組合法人　中
休営農組合
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、不足成分があり、それを
補ったことから施肥量が増加し、成果目標
の達成ができなかった。しかし、事業実施計
画に基づき土壌分析を行い、その結果を踏
まえて施肥設計を見直し、適切な施肥管理
を行うなど、事業は適正に行われており、総
合的に判断した結果、生産環境総合対策事
業実施要領別記3の第8の2（2)の指導の対
象としない。

16 大味下生産組合
（福井県） 水稲うるち

（コシヒカリ）

土壌分析の結果、全ての圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができなかった。し
かし、事業実施計画に基づき土壌分析を行
い、その結果を踏まえて施肥設計を見直し、
適切な施肥管理を行うなど、事業は適正に
行われており、総合的に判断した結果、生
産環境総合対策事業実施要領別記3の第8
の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（キヌヒカリ）

水稲うるち
（あきさかり）

15 農事組合法人　小
浜東部営農生産
組合
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、一部の圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができない圃場が
あった。しかし、事業実施計画に基づき土壌
分析を行い、その結果を踏まえて施肥設計
を見直し、適切な施肥管理を行うなど、事業
は適正に行われており、総合的に判断した
結果、生産環境総合対策事業実施要領別
記3の第8の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（あきさかり）

14 笹谷営農共同組
合
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

土壌分析の結果、一部の圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができない圃場が
あった。しかし、事業実施計画に基づき土壌
分析を行い、その結果を踏まえて施肥設計
を見直し、適切な施肥管理を行うなど、事業
は適正に行われており、総合的に判断した
結果、生産環境総合対策事業実施要領別
記3の第8の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（あきさかり）



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

慣行区

実証区① 10.4 -7.4

慣行区

実証区① 10.4 9.4

慣行区

実証区① 11.1 40.4

慣行区

実証区① 10.3 43.9

慣行区

実証区① 10.0 45.0

慣行区

実証区① 10.0 46.3

慣行区

実証区①

実証区②

実証区③

慣行区①

慣行区②

実証区① 20 20.0

実証区② 14.3 14.3

慣行区

実証区① 25.9 25.3

21 西之表市農作業
受託者組織（鹿児
島県）

さとうきび

成果目標を達成している。

安納いも

20 えひめ有機ニンニ
ク友の会
（愛媛県）

ニンニク

目標達成となるよう取組の改善を指導す
る。

２０％以上
の削減

１２．３％
の削減

19 合同会社　飯盛農
産
（福井県）

水稲うるち
（コシヒカリ）

成果目標を達成している。

水稲うるち
（ハナエチゼン）

水稲うるち
（あきさかり）

水稲うるち
（ミルキークイー
ン）

18 中庄農家組合
（福井県） 水稲うるち

（コシヒカリ）

土壌分析の結果、全ての圃場において不足
成分があり、それを補ったことから施肥量が
増加し、成果目標の達成ができなかった。し
かし、事業実施計画に基づき土壌分析を行
い、その結果を踏まえて施肥設計を見直し、
適切な施肥管理を行うなど、事業は適正に
行われており、総合的に判断した結果、生
産環境総合対策事業実施要領別記3の第8
の2（2)の指導の対象としない。

水稲うるち
（ハナエチゼン）



　減肥基準等適応促進事業の評価について（平成24年度実施分）

低減率（目
標）（%）

低減率（実
績）（%）

成果目標

農政局等における評価コメントＮｏ
事業実施主体名
（都道府県名）

作物名
（品種名）

慣行区
又は実証区

22
慣行区

実証区① 11.0 11.0

実証区② 10.0 10.0

慣行区

実証区① 10.0 10.0

実証区② 11.0 11.0

慣行区

実証区① 10.0 10.0

実証区② 11.0 11.0

やんばるエコ・
ファーム推進会議
（沖縄県）

サヤインゲン

成果目標を達成している。

オクラ

生姜


	減肥基準等適応促進事業 (公表用)

